
　

自
転
車
事
故
の
高
額
賠
償

事
例
が
相
次
ぐ
中
、
大
阪
府

条
例
に
よ
り
２
０
１
６
年
７

月
か
ら
自
転
車
保
険
の
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

個
人
賠
償
責
任
共
済
で
は
、

通
勤
、
通
学
の
自
転
車
の
賠

償
事
故
へ
の
対
応
は
も
ち
ろ

ん
、「
水
漏
れ
に
よ
り
階
下

に
損
害
を
与
え
た
」
な
ど
、

日
常
の
く
ら
し
で
突
然
起
こ

っ
て
し
ま
う
賠
償
事
故
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
賠
償
責
任
共
済
の
掛

金
は
年
間
１
０
０
０
円
。
最

高
賠
償
額
は
１
億
円
で
、
示

談
代
行
付
で
す
。
組
合
員
本

人
の
加
入
で
、
同
居
の
親
族

と
別
居
の
未
婚
の
子
ま
で
補

償
さ
れ
ま
す
。

　

年
一
回
の
募
集
時
期
を
逃

さ
ず
、
個
人
賠
償
責
任
共
済

の
加
入
で
、
日
常
生
活
の
賠

償
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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■
12
月
、
幼
稚
園
で
は
遠
足
、
餅
つ
き
、
お
楽
し

み
会
な
ど
行
事
が
い
っ
ぱ
い
で
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
！
「
今
日
ク
リ
ス
マ
ス
？
」
と
毎
日
聞
き
、

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

　
　
　

平
本　

ま
ど
か
さ
ん
（
寝
屋
川
市
職
労
）

■
今
年
も
あ
と
数
日
で
終
わ
り
ま
す
。
１
年
生
も

た
く
ま
し
く
な
り
、
新
し
い
１
年
生
を
迎
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
は
や
っ
ぱ

り
楽
し
み
で
す
ね
！
大
人
は
大
変
で
す
け
ど
!?

　
　
　

松
本　

孝
子
さ
ん
（
松
原
市
職
労
）

■
寒
い
の
は
苦
手
で
す
。
で
き
れ
ば
冬
の
間
は
暖

か
い
所
に
移
住
し
た
い
。
タ
ヒ
チ
と
か
カ
リ
ブ
海

と
か
熱
海
と
か
…
。

　
　
　

藤
田　

恵
さ
ん
（
枚
方
市
職
労
）

■
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
最
近
で
す
。
で

も
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
覚
え
て
い
な
く
て
も
大

筋
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
大
丈
夫
、
気
に
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
「
今
、
仕
事

の
上
で
何
を
し
た
ら
良
い
の
か
」
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
　
　

今
井　

裕
子
さ
ん
（
東
大
阪
市
職
労
）

　

ワ
ク
内
に
今
年
の
エ
ト
（
ト

リ
年
）
に
ち
な
ん
で
17
か
所
に

ト
リ
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
部
分
は
意
味
に
関

係
な
く
ト
リ
ま
た
は
チ
ョ
ウ
と

読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。
ク
ロ

ス
を
解
い
た
の
ち
、
Ａ
〜
Ｎ
の

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
を
答
え
て
く
だ
さ

い
。

（
タ
テ
と
ヨ
コ
で
読
み
方
が
異

な
る
個
所
も
あ
り
ま
す
）

ヒ
ン
ト
：
自
治
体
労
働
組
合
の

役
割
で
す

 

出
題
者
：
山
本
汎
昭
さ
ん

タ
テ
の
カ
ギ

❶ 

ニ
ワ
ト
リ
の
肉
、
か
し
わ

❷
村
↓
村
長
。
市
↓
○
○
○
○

❸ 

馬
の
口
に
く
わ
え
さ
せ
る
金

属
製
の
馬
具

❹ 

海
胆
ま
た
は
雲
丹
と
書
い
て

何
と
読
む
？

❺
英
語
で
は
エ
ア
ポ
ー
ト

❻ 

厳
し
い
禅
の
修
行
を
経
て
コ

レ
を
開
い
た

❾ 

余
裕
の
あ
る
こ
と
。
経
済
的

な
○
○
○

11 

い
た
だ
き
、
て
っ
ぺ
ん

13 

終
戦
直
後
日
本
で
出
回
っ
た

粗
悪
な
密
造
焼
酎
の
略
称

15 

極
限
。
国
民
の
不
満
が
○
○

○
○
○
に
達
し
た

18 

波
の
打
ち
寄
せ
る
所
。
波
打

ち
ぎ
わ

20 

「
え
が
お
」
に
同
じ
。
○
○

○
○
○
を
見
せ
る

21 
力
を
添
え
て
か
え
っ
て
害
す

る
こ
と
。
弊
害
を
○
○
○
○

○
す
る

22 

世
の
中
の
傾
向
。
年
長
者
を

軽
ん
じ
る
○
○
○
○
○

23 

活
字
の
書
体
の
ひ
と
つ

26 

イ
ー
ス
タ
ー
島
に
あ
る
巨
大

な
石
像

29 

人
間
に
益
す
る
鳥
。
害
鳥

↑
↓

31 

感
動
で
流
す
涙
。
○
○
○
○

に
む
せ
ぶ

32 

金
や
権
力
の
あ
る
側
に
い
て

機
嫌
を
と
る
人
。
ワ
ン
マ
ン

社
長
の
○
○
○
○
連
中

34
長
く
の
ば
し
た
髪

35 

官
公
庁
の
建
物
。
県
○
○
○

○
○

36
○
○
の
横
好
き

37 

会
計
や
事
務
上
の
必
要
事
項

を
記
入
す
る
帳
面

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶ 

余
計
な
こ
と
ま
で
あ
れ
こ
れ

心
配
す
る
こ
と

❺ 

雑
草
を
取
る
こ
と
。
庭
の
○

○
○
○
を
す
る

❼ 

大
阪
↓
府
立
、
東
京
↓
○
○

○
❽
輸
入
超
過
の
略
。
出
超
↑
↓

10
市
↓
市
長
、
区
↓
○
○
○
○

12
三
十
一
文
字

14 

あ
る
こ
と
に
心
を
奪
わ
れ
た

人
。
恋
の
○
○
○

16 

最
高
責
任
者
で
あ
る
長
の
次

席
の
職
名

17 

啄
木
の
歌
集「
一
握
の
○
○
」

19 

技
能
等
が
優
れ
て
い
る
こ

と
。
一
枚
○
○
○
だ

21 

は
じ
め
。○
○
盤
、○
○
の
口

22 

最
近
よ
く
食
べ
る
の
で
○
○

○
○
○
だ

24 

世
の
乱
れ
る
こ
と
、
戦
争
。

壬
申
の
○
○

25 

羊
・
山
羊
等
の
毛
。
ウ
ー
ル

27
山
と
海
。
○
○
○
○
の
珍
味

28
芸
術
家
の
仕
事
部
屋

30 

絵
を
描
く
こ
と
を
職
業
と
す

る
人

32 

神
社
の
コ
レ
を
く
ぐ
っ
て
参

詣
し
た

33 

極
め
て
大
切
な
こ
と
。
○
○

○
○
な
１
点
を
追
加

35 

長
く
引
き
の
ば
し
て
発
す
る

音
。
短
音
↑
↓

36 

失
敗
す
る
こ
と
。
仕
事
で
○

○
を
し
で
か
し
た

37 
刀
等
で
激
し
く
打
ち
合
う
様

子
38
滝
の
落
ち
込
む
淵

39 

屋
根
が
つ
い
た
移
動
式
店

舗
。
○
○
○
が
傾
く

10
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
6
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
キ
ョ
ウ

サ
イ
セ
イ
ド
カ
イ
テ
イ
」
で
し
た
。

各
職
場
か
ら
ハ
ガ
キ
18
通
、
メ
ー
ル

26
通
合
計
44
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
５
人
の
み
な
さ

ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

▼
宮
本
妙
子
（
大
阪
府
職
労
）

▼
布
山
雅
敏
（
堺
市
職
労
）

▼
湯
村
恵
美
（
東
大
阪
市
職
労
）

▼
村
口
美
一
（
枚
方
市
職
労
）

▼
谷
口
至
宏
（
吹
田
市
職
労
）

応
募
の
方
法

　

「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
氏

名
」「
住
所
」
を
書
い
て
、
メ
ー

ル
か
は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
正
解
者
の
中
か
ら
10
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一

言
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北

区
天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪

グ
リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治

労
連
「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲

間
」
編
集
部

nakam
a@

osaka-jichiroren.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
２
月
28
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１

７
年
３
月
号
の
紙
面
に
掲
載

個人賠償責任共済

2017年４月１日効力開始

継続と新規募集が
始まります　　　

10月号の解答
「キョウサイセイドカイテイ」
アクロ

　
シサンカ

シヨウサ
　
イ
　
ン

オウ
　
イト
　
キド

ト
　
シユウテン

　
　
ジユウチン

　
ツ

トサ
　
キヨ
　
ヨイ

ツ
　
イ
　
ウチミズ

テイセツ
　
ヨセイ

　12月18日のもちつき大会は晴天に恵まれ、
組合員とビラを見た家族づれの市民の60人以
上が参加しました。
　参加者が交代でもちをつき、子どもたちも
元気に力を込めて杵を振り下ろしました。つ
いたもちは、みんなで丸め子どもたちもお手
伝いして、約600個の餅ができました。ぜん
ざいにしたり砂糖醤油を付けて焼いたりと、
楽しくおしゃべりしながら食べました。
　組合員や参加者からは、「餅つきは２回目
だけど、楽しかった。お餅もおいしかった」
「たくさんの人と接することができてよかっ

た」「今まで知らなか
った子ども同士が楽し
く遊んでいる光景を見
ることもでき、みなさ
んに喜んでもらってよ
かった」などの声が寄
せられています。

　

12
月
４
日
に
守
口
市
職
労
70
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
婦
人
部
が
日
帰
り
バ
ス

「
カ
ニ
ツ
ア
ー
」
を
行
い
、
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
道
中
の
バ
ス
の
中
で
は
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

み
〜
ん
な
景
品
に
ニ
ッ
コ
リ
顔
で
し
た
。

歌
の
先
生
の
指
導
で
歌
っ
た
昔
な
が
ら
の

歌
や
、
ボ
ケ
防
止
の
歌
も
胸
に
ジ
ー
ン
と

く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
ホ
テ
ル
に
到
着
！
待

ち
に
待
っ
た
カ
ニ
を
満
腹
食
べ
た
後
は
、

大
き
な
釜
で
カ
ニ
雑
炊
。
最
後
に
出
て
き

た
焼
き
ガ
ニ
！
プ
リ
プ
リ
の
身
で
何
と
香

ば
し
い
焼
き
ガ
ニ
！
み
〜
ん
な
感
激
で
し

た
。
城
崎
街
道
で
は
、
お
土
産
を
買
っ
た

り
、
足
湯
に
外
湯
め
ぐ
り
…
１
時
間
で
３

湯
め
ぐ
っ
て
、
ほ
か
ほ
か
の
顔
で
バ
ス
に

乗
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

美
味
し
か
っ
た
！

カ
ニ
ツ
ア
ー

楽しかった！おもちつき
第３回市職労団結もちつき大会

（和泉市職労）

（
守
口
市
職
労
婦
人
部
）

も
ち
つ
き
体
験
に
子
ど
も
た
ち

も
大
喜
び
で
し
た　
　
　
　
　

ホテルに到着。さあ、カニ食べるぞー！
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